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 ～特殊要因剥落と天候要因に支えられた面も～ 
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・ ３月のドイツの鉱工業生産は前月比＋0.5％と２ヶ月連続の増産を記録。２月値が当初の同＋

0.7％→同＋0.4％に下方修正されたものの、事前の減産予想（ブルームバーグのコンセンサス：

同▲0.5％）を覆した。景気悪化懸念が後退し、発表後にユーロ相場が反発している。1-3月期平

均では前期比＋0.5％と過去２四半期の落ち込み（何れも同▲1.0％）から切り返した。 

・ 単月でみた財別内訳は、中間財（前月：前月比▲0.1％→今月：同＋0.4％）、資本財（同＋

0.9％→同ゼロ％）、消費財（同▲1.5％→同＋1.1％）、エネルギー（同▲3.7％→同＋0.3％）、

建設（同＋4.0％→同＋1.0％）が揃って落ち込みを回避した。 

・ 昨年後半の鉱工業生産は、自動車の新排ガス試験対応の遅れ、ライン川の水位低下による化学関

連施設の操業停止、医薬品の大幅な振幅（理由は不明、ブレグジットの在庫積み増しが影響か？）

が生産を下押しした（右図）。年明け以降もＩｆｏやＰＭＩなど製造業の業況は総じて振るわな

いものの、一時的な下押し要因の剥落が生産活動の緩やかな底入れにつながっている。ただ、こ

のところの生産回復は冬場の温暖な天候に支えられた建設活動の好調に支えられた面も大きい。

建設を除く鉱工業生産は過去数ヶ月、概ね横這い圏での推移にとどまっている（左図）。 

 

 

■ドイツ：鉱工業生産と建設活動 ■ドイツ：鉱工業生産（製品別）

出所：ドイツ経済技術省 出所：ドイツ経済技術省
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■ドイツの鉱工業生産（季節調整済み、前期<月>比、％）

2018 2019 2018 2019
2Q 3Q 4Q 1Q 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

鉱工業生産 0.5 -1.0 -1.0 0.5 -0.7 -1.4 0.5 0.0 -0.8 -0.9 0.8 -0.1 0.4 0.5

製造業・鉱業 0.3 -1.4 -1.1 -0.1 -0.6 -1.9 0.5 -0.1 -0.7 -1.1 0.7 -0.3 0.1 0.3
中間財 -0.4 -0.8 -0.6 -0.3 -0.9 -0.8 0.4 -0.6 0.0 -0.8 0.4 -0.4 -0.1 0.4
資本財 0.6 -2.7 0.4 0.0 -0.3 -2.9 0.1 0.5 0.2 -1.0 1.3 -1.1 0.9 0.0
消費財 1.8 0.7 -6.0 -0.1 -1.2 -0.9 1.3 -0.5 -4.6 -2.2 -0.6 1.8 -1.5 1.1

耐久財 -0.3 -0.6 -1.3 2.7 -0.1 -2.4 1.0 1.2 -1.7 -1.8 1.4 2.3 -0.8 1.8
非耐久財 2.2 0.9 -7.0 -0.7 -1.4 -0.6 1.4 -0.8 -5.1 -2.3 -1.1 1.7 -1.7 0.9

エネルギー -1.4 1.5 -3.6 1.1 0.8 1.0 2.2 -5.1 -1.4 -0.1 1.8 2.3 -3.7 0.3
建設 2.1 0.4 0.7 3.9 -1.8 0.2 -0.5 2.6 -1.3 0.2 0.8 0.3 4.0 1.0

出所：ドイツ経済技術省


